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・町の行政改革の取り組み� ２～５Ｐ

・上下水道料金が平成26年５月

　　請求分から変わります� 13Ｐ

・町の話題� 16～17Ｐ

・自転車の交通ルールが

　　変わりました� 22P

主な内容

－２月３日（月）　布川保育園－
　園庭に鬼が現れると、園児たちは豆を鬼めがけてぶつけ鬼を追い払い、福を招いていました。
年中行事の一つである節分は、鬼などの災いをもたらす厄神を追い払い、福を招くための行事で
す。昔は、どの家庭でも豆まきなどの風景がよくみられました。

布川保育園で節分集会行われる
鬼は外、福は内と大きな声で鬼払い
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町の行政改革の取り組み（概要）町の行政改革の取り組み（概要）町の行政改革の取り組み（概要）

　町では、効率的な行政運営とサービスの向上および財政の健全化を図るため、利根町行政改革行動計画
によりさまざまな取り組みを行っていますが、平成２４年度の主な取り組み結果をお知らせいたします。

１　行政改革取り組み視点
　事業の「効果（行政サービス）」は、事業に投入する「資金（予算）」と、それにどのような工夫を
加えるかの「創意・工夫」によって決まります。
　これを視点に、それぞれの取組項目を設定して行政改革に取り組んでいます。

２　平成２４年度の主な取り組み
　・表内の「目標効果額」は、計画策定時に年度ごとに設定した目標額です。
　・表内の「効果額」は、平成２４年度決算額と平成２０年度（計画策定時）決算額を比較した、取り組

み効果の実績額です。

■　視点１　資金（予算）

主 な 取 組 項 目 取　　組　　内　　容 目標効果額
（千円）

効果額
（千円）

企業誘致
【まちづくり推進課】

　企業誘致の推進を図るため、町独自の企業誘致優遇措置や物件な
どを紹介したパンフレットの配布や、ホームページを活用して情報
発信に努めた。
　また、茨城県の産業立地推進東京本部との連携を密にし、町内の
未利用地や遊休地の情報を提供するなど積極的な活動を展開した。
特に、立木地内町有地（約６ｈａ）に太陽光発電を誘致するため、
太陽光発電事業の先進地視察を行うとともに、事業者との間で誘致
に向けた協議・交渉を精力的に進めた。

－ －

旧利根中学校の活用
【まちづくり推進課】

　平成２４年度より旧利根中学校および旧布川小学校校舎跡地を日
本ウェルネススポーツ大学へ貸し付けを行い、賃貸料として財源を
確保した。
　また、旧利根中学校跡地第 1 グラウンドの有効活用を図るため、
土地利活用推進協議会の内部に小委員会を組織し、９回にわたる協
議・検討を行い、振興計画や都市計画マスタープラン、住民アンケー
トを基に「将来活用案」と「暫定活用案」の２案を提案した。

－ 4,443

遊休資産の売却
【企画財政課】 　未利用地である土地４筆を売却した。 3,000 1,156

推進項目１　収入の確保

■ 視点１　資金（予算）

　収入の確保・受益者負担の適正化・収納強化と
財政運営の適正化など

■ 視点２　創意・工夫

　組織機構の見直し・定員管理と給与の適正化・人
材育成・事務事業の見直し・公共施設の有効活用・
町民との協働の推進など

行政改革の効果　行政サービスの向上・財政の健全化

貴重な財源の
効率的な配分と活用



平成 26 年３月（№ 600）３

■　視点２　創意・工夫

主 な 取 組 項 目 取　　組　　内　　容 目標効果額
（千円）

効果額
（千円）

公共下水道使用料の
見直し

【都市建設課】

　公共下水道使用料金は、施設の老朽化進行に伴う長寿命化計画に
より、今後、毎年見直しが必要になってくるが、当面は財政健全化
のための経費削減を図ることとし、前年度に引き続き、主として
維持管理経費に占める割合の大きな不明水の調査による削減に努め
た。

－ －

一般廃棄物処理手数
料の見直し

【環境対策課】

　一般廃棄物処理手数料の見直しには至らなかったが、廃棄物減量
化に向けて、生ゴミ処理機の購入補助や無料貸し出しを行った。
・生ゴミ処理機購入補助　　　 ２１件
・生ゴミ処理機無料貸し出し　 １３件

－ －

主 な 取 組 項 目 取　　組　　内　　容 目標効果額
（千円）

効果額
（千円）

効率的な組織・機構
の見直し

【総務課】

　平成２２年４月に組織・機構の再編を行い、その体制を維持した。
　また、平成２４年４月に水道事業が茨城県南水道企業団へ統合し
たことにより「水道課」を廃止し、上水道に関する事務分掌を「環
境対策課」に編入した。

－ －

主 な 取 組 項 目 取　　組　　内　　容 目標効果額
（千円）

効果額
（千円）

現年度課税分徴収対
策の強化

【税務課】

　滞納者への督促状の送付、電話相談、催告書の送付などにより納
税催告の強化を図った。特に、町税の催告書を２回送付するなどの
新たな対応を行ったが、収納率は目標値を０．３％下回ってしまっ
た。

町　税
収納率
97.3％

町　税
収納率
97.0％

過年度分徴収対策の
強化

【税務課】

　滞納者への一斉催告書の送付、休日納税相談、差し押さえなどを
実施した。即効性の高い債権差し押さえの件数が前年より減少した
が、収納率は目標値を２．９％上回った。

町　税
収納率
19.0％

町　税
収納率
21.9％

コンビニ納税
【税務課・保険年金課】

　平成２３年度から、納税者の利便性と収納率の向上を図るため、
コンビニ納税を開始。（固定資産税、町県民税、軽自動車税、国民
健康保険税）
　平成２４年度は、取扱件数が６, ９６９件で、前年比１, ７９２件
の増、普通徴収に占める割合も１０．８９％から１３．６２％に増加
した。
　また、平成２４年度から、新たに「介護保険料」もコンビニ納税
の対象とし、取扱件数は３, ４５５件であった。

－ －

推進項目２　受益者負担の適正化

推進項目１　組織・機構の見直し

推進項目３　収納強化と財政運営の適正化
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主 な 取 組 項 目 取　　組　　内　　容 目標効果額
（千円）

効果額
（千円）

一般職給与の適正化
【総務課】

　平成２４年度末の定年退職２名、希望退職１名、再任用退職３名
に対し、平成２５年４月１日に新採職員５名、再任用職員１名を採
用。
　効果額は、比較基準年度である平成２０年度以降の給与制度改正

（共済組合負担金率、退職手当負担金率の増額改定）などにより、
主に社会保険料に相当する給与費が増加となったが、定員管理適正
化計画に基づき適正な定員管理を行うとともに、給与の適正化に努
めた。

※定員管理適正化計画による職員数の推移
　【各年度４月１日現在】
　　Ｈ 20 年度／Ｈ 21 年度／Ｈ 22 年度／Ｈ 23 年度／Ｈ 24 年度
　　　156 人　  　157 人　  　161 人 　  　161 人　  　159 人

50,521 △ 38,685
（増加）

特別職等給料の減額
【総務課】

　町長の給料の２０％、教育長の給料の１０％減額を継続し、歳出
の抑制を図った。 － －

管理職手当の削減
【総務課】 　管理職手当の５０％削減を継続し、歳出の抑制を図った。 850 2,606

時間外勤務手当の抑制
【総務課】

　選挙関係の時間外勤務手当を除き、前年度予算の範囲内で配分調
整を行うことで、抑制と削減を図った。 1,235 4,107

主 な 取 組 項 目 取　　組　　内　　容 目標効果額
（千円）

効果額
（千円）

職員の人材育成
【総務課】

　茨城県自治研修所と稲敷地方広域市町村圏事務組合主催の、役職
および勤続年数を対象にした階層別研修と、特別研修として文書表
現力向上講座へ職員を派遣した。
　また、新たに茨城県市町村振興協会主催の市町村職員海外派遣研
修への派遣も行った。

－ －

人事評価制度の確立
【総務課】

　人事評価制度の本格実施に向けた試行期間として、研修会を年２
回開催するとともに、マニュアルに基づき試行評価を実施した。 － －

推進項目２　定員管理と給与の適正化

推進項目３　人材育成

主 な 取 組 項 目 取　　組　　内　　容 目標効果額
（千円）

効果額
（千円）

審議会等附属機関の
見直し

【関係課】

　審議会等の委員改選時に女性委員の登用を積極的に進め、女性委
員登用率の拡大を図った。
　平成２５年４月１日現在の登用率は２６. ４％となり、目標登用
率を達成した。

登用率
25.0％

登用率
26.4％
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主 な 取 組 項 目 取　　組　　内　　容 目標効果額
（千円）

効果額
（千円）

町民協働事業の推進
【まちづくり推進課】

　町主催の「第５回大好き利根町写真展」と利根写楽会主催の「第
２４回利根写楽会写真展」を協働により企画・運営を行い「利根町
写真展」として開催した。出展数は年々増加傾向にある。

－ －

町民活動団体の支援
【まちづくり推進課】

　町民活動情報サイト「とねっと」の活用により、町民のまちづく
りへの参加意識と、活動の満足感を高められる機会の提供を行った。 － －

町民活動団体の情報
サイトの構築

【まちづくり推進課】

　町内の自治会や公益的な団体、スポーツ・文化団体の活動と町の
活性化を図るため、町民活動情報サイト「とねっと」を運用し、平
成２４年度末で登録団体数が８５団体となり、活動の促進が図れた。
　また「とねっと」の操作や機能について改善を図るため、登録団
体に対して利用状況に関するアンケート調査を実施した。

－ －

主 な 取 組 項 目 取　　組　　内　　容 目標効果額
（千円）

効果額
（千円）

施設の清掃、除草等
の見直し

【関係課】

　庁舎や町内公共施設の清掃および敷地内除草などを職員が行うこ
とにより、維持管理経費の削減を図った。（一部の定期清掃を除く） － 709

公園維持管理の見直し
【都市建設課】

　公園の除草を課ごとに割り振り、職員が行うことによりこれまで
の取組削減効果額１４, ０７０千円を維持した。（一部の公園を除く） － －

道路除草工事の見直し
【都市建設課】

　道路の除草を課ごとに割り振り、職員が行うことによりこれまで
の取組削減効果額４, ８７７千円を維持した。（一部の道路を除く） － －

内部管理経費の節減
【全課】

　消耗品等の節約、節電、節水など、徹底した内部管理経費の節減
を図った。
　また、庁内で使用する共用の消耗品（コピー用紙、その他事務用品）
および封筒を一括発注して安価に購入するとともに、郵便物発送の
際に一括発送を行って割引適用による通信運搬費の削減を図った。

3,500 34,121

負担金の見直し
【関係課】

　任意的な各種団体への負担金について、加入の効果などについて
見直しを行い、負担金の減額等についての要請を継続して実施した。 200 1,324

推進項目６　町民との協働の推進

主 な 取 組 項 目 取　　組　　内　　容 目標効果額
（千円）

効果額
（千円）

閉校となった学校跡
地の活用

【まちづくり推進課】

　旧東文間小学校跡地の有効活用を図るため、町ホームページへの
活用提案募集の掲載に加え、社会福祉施設関連事業者１６７社、農
業関連事業者１００社にダイレクトメールを送付した結果、７件の
問い合わせがあったが、活用策の決定には至らなかった。

－ －

推進項目５　公共施設の有効活用

推進項目４　事務事業の見直し

※　利根町行政改革行動計画（前期計画）の平成２４年度取り組み実績は、利根町公式ホームページに
掲載しています。

◎問い合わせ先　　役場企画財政課　企画調整係　℡６８－２２１１（内線２２３）
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を
行
い
ま
す
。
配
偶

者
や
世
帯
主
が
失
業
な
ど
に
該

当
す
る
場
合
も
免
除
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

	

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
保
険
年
金
課

　

国
民
年
金
係

　

℡
68

－

２
２
１
１

　
（
内
線
２
３
６
）

・
土
浦
年
金
事
務
所

℡
０
２
９

－

８
２
４

－

７
１

２
１

過
去
２
年
間
に
国
民
年
金

保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ

る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
申
請
が
で
き
る
対
象
期

間
が
拡
大
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
後
納
制
度
で

将
来
の
年
金
額
を
増
や

せ
ま
す

　

な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納

付
で
き
な
か
っ
た
方
が
、
平
成

26
年
４
月
以
降
に
納
付
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
新
た
な
加
算

額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま

す
の
で
「
国
民
年
金
保
険
料
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
年
金
事

務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
注
意　

平
成
16
年
３
月
以
前

の
後
納
保
険
料
は
、
10
年
を
超

え
る
た
め
平
成
26
年
４
月
以
降

は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。	

	
	　

後
納
制
度
の
お
申
し
込
み
・

納
付
書
の
再
発
行
の
お
問
い
合

わ
せ
は

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
０
５

７
０

－

０
１
１

－

０
５
０	

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

お
か
け
に
な
る
場
合
は
、
℡
０

３

－

６
７
３
１

－

２
０
１
５

▽
受
付
時
間

月
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
７
時

火
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時	

・
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。	

・
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

翌
日
以
降
の
開
所
日
初
日
に

午
後
７
時
ま
で
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
。

・
祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

　

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
、

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

・
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の

固
定
電
話
か
ら
お
か
け
に
な

る
場
合
は
、
全
国
ど
こ
か
ら

で
も
市
内
通
話
料
金
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。た
だ
し
、

一
般
の
固
定
電
話
以
外
（
携

帯
電
話
等
）
か
ら
お
か
け
に

な
る
場
合
は
、
通
常
の
通
話

料
金
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
「
℡
０
３

－

６
７
３

１

－

２
０
１
５
」
も
同
じ
く

通
常
の
通
話
料
が
か
か
り
ま

す
。

・「
０
５
７
０
」の
最
初
の「
０
」

を
省
略
し
た
り
、
市
外
局
番

を
つ
け
て
間
違
い
電
話
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
か
け

間
違
い
に
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。			



利
根
町
行
政
組
織
変

更
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
４
月
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
企

画
財
政
課
に
編
入
さ
れ
ま

す
。
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医療福祉 ( マル福 ) 制度をご存知ですか？医療福祉 ( マル福 ) 制度をご存知ですか？
平成２４年４月１日から

～ 助成が中学３年生まで拡大しています ～
　町では、妊産婦、小児、就学児、母子家庭の母子、父子家庭の父子、および重度の心身障害者の方に対
して、医療費の一部を助成しています。
　下記の該当用件に当てはまり、まだ申請をしていない方は、印鑑・健康保険証・本人または保護者名義
の銀行の通帳かキャッシュカード（ゆうちょ銀行以外）を持参の上、役場１階の保険年金課窓口までお越
しください（転入された方は、所得を証明できるものが必要です）。

　医療福祉（マル福）に該当となっている妊産婦・小児・母子家庭・父子家庭の県内受診分（医療福祉の
受給者証を使用した場合）の外来自己負担金と、入院自己負担金（小児のみ対象）を次の日程でご指定の
口座に振り込む予定です。
　なお、通帳には『ジコフタン○○ガツ』と記帳されますので、ご確認ください。
※ 振込口座・名義等を変更された場合は、振込予定前月までに保険年金課窓口へ届け出願います。
※ 上記該当の方は、外来・入院自己負担分の領収書の提出は不要ですが、捨てずに保管してください。
※ 外来自己負担金が同じ医療機関で１カ月に２回までの受診で、ともに６００円未満の場合や、県外で

受診・入院された場合は、領収書による申請が必要となります。

対象者の区分 要 件 お よ び 期 間

妊 産 婦 母子健康手帳交付日の属する月の初日から出産のあった日の属する月の翌月の末日
（平成２３年４月～）

小 児 出生の日から９歳（小学校３年生）に達する日以後の最初の３月３１日まで
就 学 児

（利根町単独事業）
小学校１年生から小学校３年生で県助成の非該当の方および 
小学校４年生から中学校３年生の学年末まで（平成２４年４月～）

重 度 心 身 障 害 者

１　身体障害者手帳１・２級および３級の内部障害に該当される方
２　療育手帳の判定がⒶまたは A に該当される方
３　国民年金等の障害年金が１級に該当される方
４　特別児童扶養手当が１級に該当される方など
※６５歳以上の方は『後期高齢者医療被保険者』に限る

母 子 家 庭 の 母 子
父 子 家 庭 の 父 子

子が１８歳になる学年末まで
（重度障害の場合および高校在学の場合は２０歳まで）

※ 就学児を除くいずれの対象者も所得制限があります。
※ 就学児で小学校４年生から中学校３年生の方は、領収書を持参の上、申請願います。
※ 特別な事情がない限り、申請日からの該当となりますので、お早めに申請を行ってください。
※ 領収書は、１カ月分をまとめて、翌月以降に保険年金課窓口に支給申請してください。

振　込　予　定　日 送　金　対　象　診　療　月
　　　　　　７月２５日（金） 　２月診療から　４月診療分まで
　　　　　１０月２４日（金） 　５月診療から　７月診療分まで
平成２７年　１月２３日（金） 　８月診療から１０月診療分まで
平成２７年　４月２４日（金） １１月診療から平成２７年１月診療分まで

◎問い合わせ先　役場保険年金課　医療福祉係　　℡６８－２２１１（内線２３７）

医療福祉（マル福）外来・入院自己負担金の送金予定日
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変更前
納付月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

納　期 １期 ― ２期 ― ３期 ― ４期 ― ５期 ― ６期

８

　

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た

め
に
、
下
水
道
事
業
計
画
区
域

以
外
の
地
域
に
設
置
す
る
、
高

度
処
理
型
浄
化
槽
の
設
置
費
用

を
一
部
助
成
し
ま
す
。

○
申
請
期
間

４
月
７
日（
月
）～
４
月
18
日

（
金
）

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

○
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
５
時
15
分

※
予
算
範
囲
を
超
え
た
申
請
が

あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
て
決

定
し
ま
す
。
抽
選
日
時
等
は
、

後
日
連
絡
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
予
算
範
囲
を

超
え
な
か
っ
た
場
合
は
、
４
月

18
日
以
降
も
随
時
、
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
予
算

範
囲
内
で
の
先
着
順
に
な
り
ま

す
。

※
浄
化
槽
の
工
事
期
間
は
、
補

助
金
交
付
決
定
後
か
ら
平
成
27

年
２
月
ま
で
で
す
。

○
申
請
時
に
必
要
な
書
類

・
補
助
金
交
付
申
請
書

・
案
内
図

・
平
面
図

・
排
水
経
路
図

・
工
事
見
積
書
の
写
し

・
建
築
確
認
済
証
の
写
し
、
ま

た
は
浄
化
槽
設
置
届
出
書
の

写
し

・
登
録
浄
化
槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

・
登
録
証
の
写
し

・
保
証
登
録
証

・
浄
化
槽
設
備
士
免
状
の
写
し

・
浄
化
槽
工
事
業
者
届
出
書
の

写
し

・
放
流
同
意
書

・
浄
化
槽
法
第
７
条
検
査
に
係

る
検
査
手
数
料
払
込
通
知
書

の
写
し

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
環
境
対
策
課

  

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
５
８
）

高度処理型浄化槽

設置費の一部助成

平成 26 年度から国民健康保険税の納付月と課税方法が変わります

■納付月と納付回数が変わります
　　納付月が、７月から翌年２月までの毎月納付（８期）となります。なお、年金から天引きで納付され
ている場合は、変更ありません。

≪納付月の変更内容≫
平成25年度まで

平成26年度から

■資産割を廃止します
　これまで国民健康保険税の税額は、所得割、資産割、均等割、平等割の４つの合計額となっていました
が、平成２６年度課税分から資産割を廃止し、所得割、均等割、平等割の合計額になります。
　なお、この 3 つの割合に変更はありません。

◎問い合わせ先　役場保険年金課　国民健康保険係　℡ 68 － 2211　（内線 248・255・256）

変更後
納付月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

納　期 廃止 ― 廃止 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

※１期（４月）と２期（６月）は、暫定賦課のため前年度の年税額に応じて賦課していました。

※暫定賦課を廃止し、７月に年税額を確定の上での賦課となります。
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　平成２４年７月、町は日本ウェルネススポーツ大学と連携に関する協定書を締結しました。こ
の協定は、町と大学とが緊密な連携の下に協力し、町の活性化と大学教育の向上を図り、相互の
発展に寄与することを目的としています。この協定に基づき、今年度行った大学との連携事業の
一部を紹介します。

町民と大学の絆がより一層深まりました !!
～町と大学の連携事業を振り返って～

第３６回利根町民納涼花火大会
　８月に開催された「第36回利根町民納涼花火大会」に
大学生が参加しました。オープニングアトラクションでよ
さこい鳴子体操を実演していただき、納涼花火大会を盛り
上げていました。また、フリフリグッパー体操にも飛び入
り参加をして、町民の方々と交流を深めていました。

第４２回利根町民運動会
　１０月に開催された「第４２回利根町民運動会」の大会
運営のサポートとして、大学生が参加しました。部活動の
試合の関係で限られた数の学生の参加でしたが、競技に参
加する方々の誘導を担当し、大会が円滑に進むよう協力し
ていただきました。

日本ウェルネススポーツ大学公開講座
　１１月には「日本ウェルネススポーツ大学公開講座」を
開催しました。『２０２０　東京オリンピックと周辺地域
～利根町の活性化を考える～』の表題で、佐

さ

伯
えき

年
と

詩
し

雄
お

教授
がオリンピックの歴史や７年後に開催される東京オリン
ピックがもたらす影響、利根町の活性化などについてお話
をされ、参加した方々は熱心に耳を傾けていました。

小学生との交流
　教育活動のサポートとして小学校の授業に大学生が参加
し、交流をしました。体育の授業では、体の使い方・動き
のアドバイスを、工作の授業では、作品の作り方のポイン
トを大学生が説明するなど先生を上手にサポートしていま
した。授業後の給食の時間では、将来の夢や趣味などの会
話を楽しみながら食事をしていました。

◎問い合わせ先 役場まちづくり推進課　℡６８－２２１１（内線２２８）
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　今年も、犬の登録と狂犬病予防注射が実施されます（例年５月に実施しておりましたが、今年は４月に
実施いたしますのでご注意ください）。犬の登録は ｢犬の生涯に一回だけ｣ です。ただし、狂犬病予防注
射は毎年受けなければなりません。また、獣医師が注射ができないと判断した場合は、動物病院で狂犬病
予防注射猶予証明書を毎年発行してもらい、役場環境対策課へ提出してください。
　犬が死亡したり所有者や所在地に変更が生じた場合は、役場環境対策課まで必ずご連絡ください。
平成 26 年度料金（注射料金は集合注射時の料金です。つり銭の無いようご用意ください）
　①登録手数料	 ２，０００円	 ※登録済みの方②　＋　③＝３，４００円
　②狂犬病予防注射料	 ３，０００円	 ※新規登録の方①＋②＋③＝５，４００円
　③注射済票交付手数料	 ４００円	 　それぞれ必要となります。

集合注射時のお願い
　　１．フンなどの後始末をお願いします。（なるべく事前に済ませておいてください）
　　２．犬は抑えられる人が連れて来てください。（暴れると注射ができません）
　　３．犬の体調が悪い場合は、注射前に必ず申し出てください。

※登録済みの方は、事前に案内はがきが送られますので、裏面問診票に記入し、当日持参して
ください。
【犬の登録・狂犬病予防注射済票の交付が次の動物病院でも可能になりました】

　　○もえぎの動物病院	 （利根町奥山６４３－１　℡６８－８２３８）
	 　火～土曜日　午前９時～正午／午後４時～７時   日曜日、午前９時～正午
	 　（祝日は、休診です）
　　○わかくさ動物病院	 （利根町横須賀６５５　　℡６８－７９３９）　
	 　月～火曜日　午前９時～午後１時
	 　木～日曜日　午前９時～午後１時／午後４時～６時
　　○竜ヶ崎中央獣医科病院（龍ケ崎市馴柴町参区７８５－２　℡０２９７－６４－３２８８）
	 　火～土曜日　午前９時～正午／午後４時～７時
	 　日曜日、祝日　午前９時～正午
　上記日程以外でも、各動物病院で狂犬病予防注射が受けられますので、必ず受けて注射済証明書をもらい役
場環境対策課へ提出してください。
　初めて登録する場合、犬が生後 91 日以上経過し、狂犬病予防注射を受けてからになります。
◎問い合わせ先　役場環境対策課　℡６８－２２１１（内線２５３）

犬の登録および狂犬病予防集合注射日程（実施時期にご注意ください）

平成 26 年度 犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ平成 26 年度 犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ

実　施　日 場　　　　　　　所 時　　　　　　間

４月２日（水）

利 根 東 部 農 村 集 落 セ ン タ ー 午前　９時　　　～　９時４０分
利 根 町 生 涯 学 習 セ ン タ ー 午前１０時　　　～１０時４０分
福 木 沖 集 会 所 午前１１時　　　～１１時４０分
早 尾 緑 地 広 場

（ わ く わ く 広 場 と ね 店 付 近 ） 午後　１時　　　～　３時

４月３日（木）

利 根 親 水 公 園 午前　９時　　　～　９時４０分
文 間 地 区 農 村 集 落 セ ン タ ー 午前１０時　　　～１０時４０分
利 根 町 保 健 福 祉 セ ン タ ー 午前１１時　　　～１１時４０分
利 根 町 配 水 場（ 旧 水 道 課 ） 午後　１時　　　～　３時　

４月４日（金）

布川地区コミュニティセンター 午前　９時　　　～１０時
利 根 ニ ュ ー タ ウ ン 風 の 公 園

（ショッピングセンター付近） 午前１０時２０分～１１時４０分

も え ぎ 野 台 自 然 公 園 午後　１時　　　～　３時
４月６日（日） 利 根 町 役 場 玄 関 前 午前　９時　    ～　正午
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ル
ー
ル
を
守
っ
て

　

ペ
ッ
ト
と
の

快
適
な
生
活
を

　

次
の
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予

防
注
射
と
同
時
に
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
の
交
付
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
の
登
録
も
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

登
録
済
み
の
犬
の
場
合
は
、

　

動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
、
動

物
愛
護
法
に
違
反
す
る
行
為
で

あ
り
、
捨
て
犬
・
捨
て
猫
の
う

ち
、
新
た
な
飼
い
主
が
見
つ
か

る
の
は
、
ご
く
一
部
の
犬･

猫

し
か
い
ま
せ
ん
。

　

や
む
を
得
ず
飼
え
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
自
ら
の
責
任
に
お

い
て
新
た
な
飼
い
主
を
探
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
飼
い
主
は
現
在
飼
っ

て
い
る
犬
・
猫
は
も
ち
ろ
ん
、

生
ま
れ
て
く
る
子
犬
や
子
猫
の

将
来
に
、
責
任
を
持
た
な
け
れ

　

室
内
飼
育
、
屋
外
飼
育
の
区

別
な
く
、
生
後
３
カ
月
以
上
の

す
べ
て
の
犬
に
は
、
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
登
録
は
犬
の
生
涯
に
１
回
で

す
（
登
録
す
る
と
鑑
札
が
交

付
さ
れ
ま
す
）。

・
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年

１
回
で
す
（
注
射
済
票
が
交

付
さ
れ
ま
す
）。

※
登
録
犬
が
死
亡
し
た
り
、
所

在
地
や
所
有
者
に
変
更
が
あ
っ

た
と
き
は
、
必
ず
市
区
町
村
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

迷
子
を
な
く
す
た
め
に
も
、

犬
に
は
鑑
札
、
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
、
迷
子
札
（
電
話
番
号

等
）を
必
ず
付
け
て
く
だ
さ
い
。

犬
・
猫
と
も
に
、
迷
子
札
の
代

わ
り
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
埋

め
込
み
を
す
れ
ば
、
脱
落
す
る

こ
と
も
な
く
、よ
り
効
果
的
で
す
。

　

飼
い
犬
・
飼
い
猫
が
迷
子
に

な
っ
た
ら
、
保
護
の
情
報
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
速

や
か
に
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
役
場
環
境
対
策
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
茨
城
県
動
物
指
導
セ

ン
タ
ー
で
は
、保
護
さ
れ
た
犬
・

猫
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
「
茨
城
県
動

物
指
導
セ
ン
タ
ー
」
で
検
索
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
９
６

－

７
２

－

１
２

０
０

　

飼
い
主
の
不
明
な
犬
猫
に
餌

を
与
え
る
と
飼
い
主
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

　

飼
う
な
ら
責
任
を
持
っ
て
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

愛
犬
・
愛
猫
の
排
泄
物
の
始

末
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
公

共
の
場
所
（
公
園
、道
路
な
ど
）

や
他
人
の
土
地
、
建
物
を
汚
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

飼
育
場
所
の
周
辺
は
常
に
清

潔
に
し
て
、
ハ
エ
や
悪
臭
の
発

生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と

は
、
同
時
に
飼
い
主
と
し
て
の

責
任
が
伴
い
ま
す
。
近
隣
や
周

囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た

め
に
も
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
マ

犬・猫の飼い方のお願い
◎問い合わせ先
　役場環境対策課　
　℡６８－２２１１（内線２５３）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う

小
さ
な
命
大
切
に
！

捨
て
犬
・
捨
て
猫
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

身
元
証
明
で
愛
犬
・

愛
猫
の
迷
子
を
な
く

し
ま
し
ょ
う

飼
い
主
不
明
の
犬
猫

に
餌
だ
け
与
え
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う

環
境
美
化
に

努
め
ま
し
ょ
う

犬
の
登
録
・
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
の
交

付
が
動
物
病
院
で
も

行
え
ま
す

登
録
番
号
の
確
認
の
た
め
、
集

合
注
射
の
お
知
ら
せ（
は
が
き
）

ま
た
は
、
犬
鑑
札
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

可
能
な
動
物
病
院

も
え
ぎ
の
動
物
病
院

（
利
根
町
奥
山
６
４
３

－

１
）

℡
68

－

８
２
３
８

わ
か
く
さ
動
物
病
院

（
利
根
町
横
須
賀
６
５
５
）

℡
68

－
７
９
３
９

竜
ヶ
崎
中
央
獣
医
科
病
院

（
龍
ケ
崎
市
馴
柴
町
参
区
７

８
５

－

２
）

℡
０
２
９
７

－

６
４

－

３
２

８
８

ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
犬
や
子
猫

が
産
ま
れ
て
困
る
よ
り
、
そ
う

い
っ
た
子
犬
や
子
猫
が
産
ま
れ

な
い
・
産
ま
せ
な
い
た
め
、
避

妊
・
去
勢
手
術
を
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

ナ
ー
を
心
得
て
、
楽
し
く
快
適

に
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。
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消費税法改正に伴う施設使用料金改定のお知らせ
　消費税法の一部が改正され、平成２６年４月１日から消費税率が５％から８％に引き上げられることに
伴い、施設使用料金を改定することになりました。各施設の使用料金は、次のとおりです。
◎問い合わせ先　
　利根町公民館　℡６８―７８８１
　公民館以外の施設　生涯学習課（利根町生涯学習センター内）℡６８―３２６３

●利根町公民館使用料表

●柳田國男記念公苑使用料表

●利根町生涯学習センター使用料表 ●布川地区コミュニティセンター使用料表

・町外者（龍ケ崎市を除く）は、使用料の５割増
・冷・暖房を使用する場合は、使用料の５割増

・町外者（龍ケ崎市を除く）は、使用料の５割増
・冷・暖房を使用する場合は、使用料の５割増
・入場料を徴収する場合は、使用料の２倍
・営利、宣伝を目的として使用する場合は、使用料の３倍

時間
室名

午前 午後 夜間 宿　泊
９時～１２時 １３時～１７時 １７時～２１時 １５時～８時３０分

集 会 室 Ａ

１室あたり
５２０円

１室あたり
７１０円

１室あたり
７１０円

１室あたり
３，１１０円

集 会 室 Ｂ
集 会 室 Ｃ
集 会 室 Ｄ
集 会 室 Ｅ
集 会 室 Ｆ

時間室名 ９時～ 12 時 13 時～ 17 時 17 時～ 21 時

多目的室 ３，２４０円 ３，８８８円 ４，８６０円
調理室Ａ ２，１６０円 ２，７００円 ３，２４０円
調理室Ｂ ２，１６０円 ２，７００円 ３，２４０円
講 座 室 １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
工 作 室 １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
音 楽 室 １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
会 議 室 １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
集 会 室 １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
野 球 場 １時間　２１６円

時間室名 ９時～１２時 １３時～１７時 １７時～２１時
多目的ホール ８，６４０円 １２，９６０円 １６，２００円
準 備 室 Ａ ５４０円 ８６４円 １，０８０円
準 備 室 Ｂ ５４０円 ８６４円 １，０８０円
集 会 室 Ａ ５４０円 ８６４円 １，０８０円
集 会 室 Ｂ １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
集 会 室 Ｃ １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
会 議 室 Ａ １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
会 議 室 Ｂ １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
研 修 室 Ａ １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
研 修 室 Ｂ １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
工 作 室 １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
講 座 室 １，０８０円 １，２９６円 １，６２０円
調 理 実 習 室 ２，１６０円 ２，７００円 ３，２４０円

使用者
室名

町内者
（１時間当たり）

町外者
（龍ケ崎市を除く）

和　 室（ 大 ）

３２０円 ５４０円
和　 室（ 小 ）
会 議 室
研 修 室
工 作 室
多目的ホール １，０８０円 １，２９０円
冷・暖房使用料

（各室につき） ５０円 ５０円
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結
婚
な
ど
に
よ
り
氏
名
や
本

籍
県
名
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
こ
れ
ま
で
は
顔
写
真
の

ペ
ー
ジ
を
変
更
せ
ず
に
追
記

ペ
ー
ジ
へ
タ
イ
プ
印
字
に
よ
る

訂
正
を
す
る
「
記
載
事
項
の
訂

正
」
申
請
が
で
き
ま
し
た
が
、

旅
券
法
改
正
に
よ
り
こ
の
制
度

が
廃
止
さ
れ
、
３
月
20
日（
木
）

か
ら
「
記
載
事
項
変
更
旅
券
」

と
い
う
新
た
な
方
式
の
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
受
け
付
け
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

　

記
載
事
項
変
更
旅
券
に
は
、

変
更
後
の
氏
名
・
本
籍
が
顔
写

真
の
ペ
ー
ジ
や
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に

反
映
さ
れ
て
お
り
、
変
更
前
の

パ
ス
ポ
ー
ト
と
有
効
期
間
満
了

日
が
同
じ
に
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
住
民
課

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
４
１
・
２
４
２
）

・
茨
城
県
旅
券
室

℡
０
２
９

－

２
２
６

－

５
０

２
３

　

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物

が
完
成
し
た
際
に
は
、
完
了
検

査
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
、
建
築
物
の
強

度
や
避
難
等
の
基
本
的
な
性
能

に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
に
よ

る
関
係
規
定
へ
の
適
合
を
法
定

機
関
が
現
地
に
お
い
て
確
認
す

る
も
の
で
す
。

　

検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
、

工
事
完
了
時
に
『
完
了
検
査
申

請
書
』
を
管
轄
の
行
政
機
関
ま

た
は
指
定
確
認
検
査
機
関
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
検
査
後
に
交
付
さ
れ

る
『
検
査
済
証
』
は
、
建
築
物

の
安
全
性
等
が
確
認
さ
れ
た
適

合
建
築
物
の
証
で
あ
り
、
建
築

物
の
売
買
や
融
資
を
受
け
る

際
、
ま
た
は
増
改
築
時
に
提
示

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー

建
築
指
導
課

℡
０
２
９

－

８
２
２

－

８
５

１
９

お
持
ち
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
氏

名
・
本
籍
に
変
更
が
あ
っ
た

方
へ

訂
正
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

建
築
物
を
建
築
さ
れ
る
方
へ

重
要
な
お
知
ら
せ

安
全
な
建
築
物
の
最
後
の

仕
上
げ
「
完
了
検
査
」

◎問い合わせ先
　水道料金は　　　茨城県南水道企業団　業務課　℡０２９７－６６－５１３２
　下水道使用料は　役場都市建設課　下水道係　℡６８－２２１１（内線２８２）

　消費税法の一部が改正され、平成 26 年４月１日から消費税率が５％から８％に引き上げられ
ることに伴い、上下水道料金が改定となります。新料金は、５月請求分（４月使用分を５月に検
針）からとなります。４月請求分は現行料金のままですが、４月に開始し、同月中に中止した随
時請求分については、４月分でも新料金となります。 
　料金（税込み）は下記のように変わります。
水道料金（1 カ月につき）

　※上記以外の用途料金は、お問い合わせください。

下水道使用料

料金

用途

基　本　料　金 超　過　料　金

水　量 現行料金 新料金 水　量 現行料金 新料金

家　事　用 10㎥ 1,470 円 1,512 円 １㎥につき 220. 5 円 226. 8 円

営　業　用 20㎥ 4,935 円 5,076 円 〃   378 円 388. 8 円

現行料金 新 料 金 汚水量に１㎥あたりの料金を乗じて得られた額
（１円未満の端数が生じた場合は端数切り捨てとなります）126 円／㎥ 129. 6 円／㎥

上下水道料金が平成 26 年５月請求（４月使用）分から変わります
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（利根町総合型地域スポーツクラブ）
４月の活動予定４月の活動予定４月の活動予定

☆クラブ活動に参加する際は、受け付けで「会員証」を提示してください（早朝の「楊名時太極拳」、「武術太極拳」、第１日曜日の「ウオーキング」では必要ありません）。
☆ビジター参加費は、大人：300 円 / 都度、子供（中学生以下）：150 円 / 都度です（早朝の「楊名時太極拳」「武術太極拳」、第１日曜日の「ウオーキング」は無料です）。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

早朝
武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

午前
健康体操
午前 10 時～ 11 時 30 分
（利根町生涯学習センター）

午後

夜間
楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

6 7 8 9 10 11 12

早朝
ウオーキング
午前８時 30 分～ 11 時 30 分
（利根町公民館）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

武術太極拳
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

13 14 15 16 17 18 19

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

健康体操
午前 10 時～ 11 時 30 分
（文小学校体育館）

午後
ジョイフル・スローピッチ・ソフトボール
午後１時 30 分～３時 30 分
（旧布川小学校グラウンド）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

20 21 22 23 24 25 26

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

武術太極拳
午前 10 時～ 11 時 30 分
（利根町生涯学習センター）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

午後

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

27 28 29 30

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

武術太極拳
午前７時 30 分～８時
（早尾台第１公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

午後

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

☆　プログラムは当日の状況により予告なしに変更/中止することがありますのでご了承願います。
☆　会場の準備、片付けは参加者全員で行いましょう。
☆　途中入会者の傷害保険は、入会翌月から適用となります。

　入会は、随時受け付けております。申込書は「とね ワイワ
イ くらぶ　クラブハウス」、「利根町生涯学習センター」、
「利根町公民館」にあります。
　申し込み受け付けは、クラブハウスと各プログラムの活動
場所（早朝の太極拳とウオーキングは除く）で行っておりま
すので、お気軽にお越しください。

「とね ワイワイ くらぶ」クラブハウス　（事務局）　
〒300-1632   茨城県北相馬郡利根町下曽根 321

TEL  ０９０－１４０７－４４８０
FAX  ０２９７－６８ー３８１２
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とね子育て
  支援センターって
    何をしてるところ？

　利根町在住の、未就園のお子さんと、その保護者を対象に支援を行っています。
　現在は、子育て真っ最中のお母さん同士の情報交換や、気分転換の場所にもなっ
ています。
　また、子供同士のたくさんのふれあい体験の場にもなっています。いつも遊びに
来てくださっている方はもちろん、まだ利用されたことのない方も、ぜひ一度遊び
に来てください。

＊上記の内容に関しては、直接お問い合わせください。
＊ワイワイサロンは、利根町保健福祉センターの健康相談日です。
＊遊びに来る時は、各自水分を持参してください。
＊お孫さんと祖父母の方も利用大歓迎！たくさん遊びに来てください。

問い合わせ先　とね子育て支援センター

文間保育園内にあります。

通常の活動は保育園にて行っています。

℡６８－３１９４　FAX６８－９２２９

＊４月の予定
１ 火 17 木 にこにこ赤ちゃん
２ 水 18 金
３ 木 19 土
４ 金 20 日
５ 土 21 月
６ 日 22 火
７ 月 23 水 赤ちゃん&マタニティさん
８ 火 24 木
９ 水 ワイワイサロン（Ｐ19参照） 25 金 にこにこ広場&しゃべランチ
10 木 お手伝いお願いします 26 土
11 金 お手伝いお願いします 27 日
12 土 28 月
13 日 29 火
14 月 園庭開放始まり 30 水 すっきりサロン
15 火 ※４月１日～11日の間は新年度の準備のため

センターはお休みです。ご了承ください。16 水 にこにこ広場

園庭開放

月曜日～金曜日（祝日を除く） 
午前９時30分～11時30分
午後３時～４時30分
屋内も一部開放しています。
（雨の日もＯＫです）

しゃべランチ

午前９時30分～午後０時30分
対象：未就園の親子
お弁当を持ってきて食べても良
い日です。

にこにこ広場

午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子
園庭および室内で好きな
遊びを楽しんでください。

にこにこ赤ちゃん

午前９時30分～11時30分
対象：ねんね・赤ちゃん・マタニティさん
園庭および室内で好きな遊びを楽しんで
ください。ベビーカーで園庭を散歩して
もＯＫです。

こんにちは！
とね子育て支援センターです

年齢別サークルの対象年齢
すくすく：平成 22 年４月～平成 23 年３月生まれ
よちよち：平成 23 年４月～平成 24 年３月生まれ
ね ん ね：平成 24 年４月～ 12 月生まれ
赤ちゃん：平成 25 年１月生まれから　　
＊マタニティさんは、赤ちゃんの日やねん

ねの日に遊びに来て、お母さんたちや小
さいお子さんたちとふれあってください。

４月からは、現在のクラスからひとつ
大きいクラスに移行します

新年度の参加者を募集します！
４さいくらぶ

平成 22 年４月～平成 23 年３月生まれで、
４月以降未就園のお子さんと保護者
基本は、すくすく参加に
なりますが、希望者があ
りましたら４さいくらぶ
も開催したいと思います。
お誘い合わせの上、ぜひ
参加ください。

みんなでお花見しませんか！
　桜の花がタイミングよく咲くかどうかわか
りませんが、暖かくなってきたので、みんな
で芝生の広場で体を動かして遊びましょう。
日　時　３月 26 日（水）午前 10 時～
場　所　立木　
　　　　円明寺隣りの広場　
　　　　（雨天中止）
持ち物　各自おやつ・水分
※お弁当持参もＯＫです。

３月

お手伝いお願いしま～す　お申し込みは　電話または口頭で！
私たちと一緒に新年度の準備にご協力いただける方いらっしゃいませんか。
日時　４月 10 日（木）・11 日（金）　午前９時 30 分～
場所　文間保育園
対象　新すくすく、よちよちの保護者　５名くらいまで
※一日だけでも結構です。

今後の詳しい日程につきましては、広報とね、役場福祉課、住民課に設置
のおたよりＢＯＸなどにてご確認ください。直接とね子育て支援センター
にお問い合わせくださっても構いません。

すっきりサロンへどうぞ
午前９時30分～11時30分

○引っ越ししてきたばかりで、まだお
友達がいない親子の方

○昼間お子さんやお孫さんと２人きり
で過ごされているお母さんや、おば
あちゃん

○ちょっと話をしたい、話を聞いて欲
しいという親子の方など、思い切っ
て一度出掛けてみませんか？おしゃ
べりしてすっきりして帰ってくださ
い。お待ちしています。

　　お気軽にどうぞ
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町の話題

町
内
小
学
生
サ
ケ
の
稚
魚
利
根
川
へ
放
流

新
春
歩
き
初
め

と
ね
七
福
神
め
ぐ
り

開
催
さ
れ
る

平
成
25
年
度

茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間

コ
ン
ク
ー
ル
佳
作
入
選

△願いを込めて稚魚を放流

△円明寺（立木）で一休み △蛟 神社門の宮（立木）

△河川のごみを拾う児童

△

北
風
が
強
い
中
、
元
気
よ
く
ス
タ
ー

ト

△

佳
作
入
選
し
た
寺
田
く
ん

　

皆
さ
ん
は
、
サ
ケ
が
川
に

上
っ
て
来
て
産
卵
を
す
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
。
海
の
魚
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
い

ま
す
。
利
根
町
の
脇
を
流
れ
る

利
根
川
で
も
毎
年
上
っ
て
来
て

い
ま
す
。
サ
ケ
は
、
ふ
化
し
た

川
へ
戻
る
性
質
（
母ぼ

川せ
ん

回か
い

帰き

）

が
あ
り
、
川
を
下
り
海
で
大
き

く
な
り
、
４
年
後
に
再
び
川
へ

戻
り
産
卵
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
在
の
自
然
環

境
で
は
、
な
か
な
か
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
各

団
体
が
稚
魚
を
ふ
化
さ
せ
、
川

に
放
流
す
る
活
動
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

利
根
町
で
も
１
月
23
日（
木
）、

布
川
小
学
校
４
年
生
児
童（
43

名
）が
、
利
根
川（
利
根
緑
地

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
近
）へ
サ
ケ

の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

１
月
19
日（
日
）、
と
ね
七
福

神
め
ぐ
り
（
主
催
：
利
根
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）
が
利
根
町
公

民
館
を
発
着
点
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
年
で
22
回
目
を
迎
え
、

町
内
は
も
と
よ
り
、
近
隣
市
町

村
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々
が
参

加
し
ま
し
た
。
朝
方
降
っ
た
雪

で
、
景
色
は
白
銀
に
、
ま
た
北

風
が
強
く
吹
く
中
、
約
３
５
０

名
が
花
火
の
号
砲
と
と
も
に
利

根
町
公
民
館
を
出
発
し
ま
し

た
。
コ
ー
ス
は
、
町
内
７
カ
所

の
神
社
や
お
寺
を
順
次
ま
わ
る

全
13
㎞
で
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

利
根
第
一
団
の
方
々
が
交
差
点

に
立
ち
、
参
加
者
が
安
全
に
歩

け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

し
た
。

　

途
中
、
円
明
寺
の
庭
で
は
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
参
加
者

に
温
か
い
お
茶
と
漬
物
が
振
る

　

１
月
23
日（
木
）「
平
成
25
年

度
茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間
コ

ン
ク
ー
ル
」
入
賞
者
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
44
市
町
村
か
ら
応
募
さ

れ
た
総
数
５
万
２
２
７
３
点
も

の
作
品
の
中
か
ら
入
賞
60
点
が

選
ば
れ
、
本
町
で
も
「
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
部
門
」
で
、
文
間
小

学
校
６
学
年　

寺て
ら

田だ

悠ゆ
う

人と

く
ん

の
作
品
が
、
み
ご
と
佳
作
入
選

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
12
月
に
利
根

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
町
内

の
各
小
学
校
へ
サ
ケ
の
卵
を
寄

贈
し
、
子
供
た
ち
が
、
観
察
し

な
が
ら
ふ
化
さ
せ
一
定
の
大
き

さ
ま
で
飼
育
し
た
も
の
で
す
。

ビ
ニ
ー
ル
の
袋
に
入
れ
た
サ
ケ

を
「
帰
っ
て
き
て
ね
」、「
が
ん

ば
れ
」
と
呼
び
か
け
な
が
ら
川

に
放
流
し
ま
し
た
。

　

生
命
の
誕
生
と
成
長
の
過
程

を
観
察
す
る
こ
と
で
、
命
の
大

事
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

放
流
後
、
ク
リ
ー
ン
活
動
と

し
て
、
河
川
敷
の
ご
み
拾
い
を

行
い
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
日
、
文
小
学
校
、
ま
た
、

後
日
文
間
小
学
校
で
も
児
童
の

皆
さ
ん
が
サ
ケ
の
放
流
を
行
い

ま
し
た
。

舞
わ
れ
、
寒
さ
と
疲
労
を
和
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ゴ
ー

ル
の
利
根
町
公
民
館
で
は
、
利

根
や
っ
こ
睦
の
お
囃
子
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

と
て
も
寒
い
１
日
で
し
た

が
、
こ
の
１
年
い
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。
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◆
第
10
回
フ
リ
フ
リ
交
流
会

　

３
会
場
合
同
の
フ
リ
フ
リ

グ
ッ
パ
ー
体
操
交
流
会
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
：
３
月
20
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
会
場
：
利
根
町
公
民
館

　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

恒
例
と
な
っ
た
筑
波
大
学
・

征そ

矢や

教
授
の
分
か
り
や
す
い
実

技
指
導
と
、
い
つ
も
は
別
々
に

体
操
を
し
て
い
る
３
会
場
の
仲

間
が
、
一
堂
に
会
し
て
元
気
に

運
動
し
ま
す
。初
め
て
の
方
も
、

こ
の
機
会
に
家
か
ら
一
歩
踏
み

出
し
、
み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

　

腰
を
振
る
フ
リ
フ
リ
体
操
で

脳
の
血
流
が
良
く
な
り
、
活
性

化
し
て
気
分
が
好
転
し
、
爽
快

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
声
を
出
し
、
歌
い
な

が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
心

も
体
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
、
ぜ
ひ
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操

『
地
区
運
動
集
会
』

主
催
：
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ

＊＊フリフリ地区運動集会予定＊＊

場　　　所 日　　程 開　　催　　日
（３月 18日～４月 30日までの予定） 時　　間

利 根 町 公 民 館 第１、３木曜日 ３月20日（木）、４月３日（木） 午前 10 時～11 時
＊参加無料
＊飲み物、
　室内履き持参

利根町民すこやか交流センター 第１、３火曜日 ３月18日（火）、４月１日（火）･ 15日（火）

利 根 町 生 涯 学 習 セ ン タ ー 第２、４水曜日 ３月26日（水）、４月９日（水）･ 23日（水）

【講師】筑波大学　兵頭先生・諏訪部先生　＊福祉バス・利根町ふれ愛タクシーをご利用ください

【問い合わせ先】利根町保健福祉センター　℡６８－８２９１
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メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
が
完
成

華
や
か
に
展
示
さ
れ
た

お
ひ
な
さ
ま

第
７
回

と
ね
ま
ち
ひ
な
飾
り

△筑波大学　征矢教授

△

か
わ
い
く
飾
ら
れ
た
お
ひ
な
さ
ま

　

昨
年
７
月
か
ら
約
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
町
有
地
（
立
木
４
５

３
４

－

１
）
に
建
設
が
進
め
ら

れ
て
き
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

所
が
完
成
し
て
発
電
を
開
始

し
、
１
月
27
日（
月
）に
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所

は
、
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
の
企

画
提
案
を
基
に
、
事
業
主
体
と

な
る
合
同
会
社
ク
リ
ス
タ
ル
・

ク
リ
ア
・
ソ
ー
ラ
ー
（
注
）
が
、

町
と
町
有
地
の
賃
貸
借
契
約
を

結
び
、
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
誘

致
し
た
こ
と
に
よ
り
、
土
地
貸

付
料
や
固
定
資
産
税
が
新
た
な

町
の
財
源
と
し
て
長
期
間
安
定

し
て
確
保
で
き
ま
す
。

（
注
）
合
同
会
社
ク
リ
ス
タ
ル
・

ク
リ
ア
・
ソ
ー
ラ
ー
は
、
芙

蓉
総
合
リ
ー
ス
株
式
会
社
と

シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
の
共
同
出

資
に
よ
り
、
平
成
24
年
10
月
4

日
設
立
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
２
７
）

ｅm
achisui@

tow
n.tone.

lg.jp

メガソーラー発電所の概要
○名称
　利根町シャープ太陽光発電所
○発電規模
　約２．８メガワット
○年間想定発電量
約３１９万キロワット時（一般家庭約
８８０世帯分の年間消費電力量に相当）

　

利
根
町
商
工
会
女
性
部
主
催

の
「
第
７
回
と
ね
ま
ち
ひ
な
飾

り
」
が
、
２
月
22
日（
土
）
か

ら
３
月
３
日（
月
）ま
で
、
柳

田
國
男
記
念
公
苑
（
布
川
）
で

開
催
、
段
飾
り
や
つ
る
し
び
な

な
ど
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ

れ
、
大
勢
の
来
苑
者
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ひ
な
祭
り
は
、
女
の
子
の
す

こ
や
か
な
成
長
を
祈
る
年
中
行

事
の
一
つ
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
℡
（
68
）
８
２
９
１

『
サ
ン
ル
ー
ム
と
ね
』
を

開
設
し
て
い
ま
す

３
月
は

自
殺
防
止
月
間
で
す

平
成
26
年
度

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

カ
レ
ン
ダ
ー
配
布

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
「
交
流
の
場
」
と
し
て
、

２
階
小
和
室
を
開
放
し
て
い
ま

す
。
60
歳
以
上
の
方
や
障
害
の

　

自
殺
は
「
孤
立
の
病
」
と
も

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
県
で
は
市
町
村
お
よ
び
各

種
団
体
等
と
連
携
を
図
り
「
つ

な
が
る
〝
わ
〟・
さ
さ
え
る
〝
わ
〟

茨
城
い
の
ち
の
絆
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

周
囲
と
の
絆
を
回
復
す
る
こ
と

が
自
殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
心
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
声
を
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
保
健
福
祉
部
障
害
福

祉
課
℡
０
２
９

－

３
０
１

－

３
３
６
８

　

つ
ら
い
時
、
苦
し
い
時
は
一

人
で
悩
ま
ず
に
、
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

●
茨
城
い
の
ち
の
電
話

・
つ
く
ば（
24
時
間
）
℡
０
２

９

－

８
５
５

－

１
０
０
０

・
水
戸（
13
～
20
時
）
℡
０
２

９

－

２
５
５

－

１
０
０
０

あ
る
方
が
気
軽
に
集
ま
り
、
一

緒
に
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を
し
て

楽
し
め
る
場
で
す
。
日
当
た
り

良
好
・
見
晴
ら
し
良
好
!!
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

○
参
加
費
無
料

○
材
料
費
・
茶
菓
代
等
の
実
費

負
担
有

●
い
ば
ら
き
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

平
日（
午
前
９
～
正
午
、
午

後
１
時
～
４
時
）
℡
０
２
９

－

２
４
４

－

０
５
５
６

土
・
日
曜
日（
午
前
９
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時
）℡
０

１
２
０

－

２
３
６

－

５
５
６

●
竜
ヶ
崎
保
健
所

℡
０
２
９
７

－

６
２

－

２
３

６
７

●
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
68

－

８
２
９
１

心
と
体
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う

□ 

毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

□ 

こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
こ
と

が
楽
し
め
な
く
な
っ
た

□ 

以
前
は
楽
に
で
き
た
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た

□ 

自
分
は
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思

え
な
い

□ 

訳
も
な
い
の
に
疲
れ
た
よ
う
に

感
じ
る

□ 

眠
れ
な
い
・
目
が
覚
め
る
な
ど

の
睡
眠
障
害
が
あ
る

□ 

食
欲
が
な
く
な
る
、
胃
腸
の
調

子
が
よ
く
な
い

　

２
項
目
以
上
が
２
週
間
以
上

ほ
と
ん
ど
毎
日
続
い
て
い
た
ら
、

そ
れ
は
「
う
つ
」
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

か
か
り
つ
け
医
や
精
神
科
の

受
診
、心
の
相
談
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
自
殺
予
防
啓
発
記

事
や
各
種
が
ん
検
診
・
乳
幼
児

健
診
の
日
程
な
ど
満
載
の 

“
平

成
26
年
度
版
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
”
を
３
月
下

旬
に
全
戸
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
か
ら
「
役
場

１
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
」
と
「
利

根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
で

も
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
く
ら
し
」

の
中
の｢

健
康
」
の
ペ
ー
ジ
）

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

サ ン ル ー ム と ね

グループ名 開催日・時間 内　　　容

歌声喫茶カンナ 第２・４月曜日
午後２時～４時

みんなで懐かしの歌を歌いま
す。お楽しみの喫茶もありま
す。

ゆうの会 第１・３木曜日
午前 10 時～午後３時

自分のペースで編み物などを
しながら交流を楽しむ場で
す。

すずらんの会 第１～４水曜日
午前 10 時～午後３時

ゲームや簡単な手工芸をしな
がら交流を楽しむ場です。

ビバーチェ 第１火曜日
午後１時 30 分～３時

ハーモニカの演奏とともに楽
しく歌います。

＊上記以外の日程（平日）で、活動してくださるグループを募
集しています。
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健 診 ・ 相 談 な ど
名　　　称 日　　程 受　付　時　間 予　約　方　法 場所

予
防
接
種

不活化ポリオ ３月24日（月） 午後1時～1時10分 ３月18日（火）午前９時～
電話予約　℡68-8291　定員各15名

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

４種混合 ３月24日（月） 午後1時30分～1時40分

各

種

相

談

日

育児相談 ４月９日（水） 午前10時～11時 全乳幼児対象。各相談は当日の受付順
ワイワイサロン同時開催

ヘルシー相談 ３月19日（水）
４月３日（木）

午前9時～11時30分のうち
の予約した時間

血圧測定　管理栄養士・保健師による
相談　前日までに予約

高齢者の口腔相談 ３月19日（水） 午前9時30分～午後2時30分
のうちの予約した時間

歯科栄養士による口腔機能相談
前日までに予約

もの忘れ相談 ３月25日（火） 午後1時30分～3時30分のう
ちの予約した時間

もの忘れの気になる方等の相談
前日までに予約

精神保健相談 ４月８日（火） 午後1時30分～3時のうちの
予約した時間

専門職による相談
１週間前までに予約　

名　　称 内　　容 日　　程 受 付 時 間 場所・問い合わせ先

ワイワイサロン 乳幼児親子の遊び場 ４月９日（水） 午前10時～11
時 利根町保健福祉センター

フレンドリー利根 精神疾患の人を抱える
家族のつどい ３月15日（土） 午後1時30分

～3時30分

場所：布川地区コミュニティセンター
問い合わせ先：
利根町保健福祉センター　℡68-8291

サロン・ド・いちょう こころの健康づくり・
居場所 ３月20日（木） 午後1時30分

～3時30分

場所：利根町保健福祉センター
問い合わせ先：利根いちょうの会
市村　℡68-4035

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す

利
根
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が

交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
活
動
を
開
始
！

注
意
：
平
成
26
年
３
月
31
日
接

種
分
ま
で
が
対
象
で
す
。

▽
補
助
の
対
象
者
と
な
る
方

接
種
日
お
よ
び
申
請
日
に
お

い
て
利
根
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
平
成

２
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
、
次
の
項
目
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

（
１
）
妊
娠
を
し
て
い
る
女

性
の
夫
（
内
縁
の
夫
お
よ
び

結
婚
予
定
者
を
含
む
）

（
２
）
妊
娠
を
希
望
し
て
い

る
女
性

（
３
）
妊
娠
を
希
望
し
て
い

る
女
性
の
夫
（
内
縁
の
夫
お

よ
び
結
婚
予
定
者
を
含
む
）

▽
対
象
と
な
る
ワ
ク
チ
ン

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
い
ず
れ
か
１
回 

▽
期
間
と
請
求
受
付
期
間

平
成
26
年
３
月
31
日
接
種
分

ま
で
（
請
求
の
受
け
付
け
：

平
成
26
年
４
月
10
日（
木
））

▽
補
助
の
金
額

接
種
料
金
の
２
分
の
１
の

額
。
た
だ
し
、
５
０
０
０
円

を
上
限
。

▽
補
助
の
方
法

　

償
還
払
い

▽
補
助
金
請
求
時
に
必
要
な
物

①
予
防
接
種
に
か
か
っ
た
費
用

の
領
収
書

②
銀
行
振
込
口
座
番
号
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

③
印
鑑
（
認
印
）

④
利
根
町
風
疹
予
防
接
種
費
用

補
助
金
請
求
書
（
利
根
町
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

健
康
増

進
係
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

　

風
し
ん
は
、
妊
娠
初
期
の
女

性
が
か
か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に

も
感
染
し
、
耳
が
聞
こ
え
な

い
、
目
が
見
え
に
く
い
、
生
ま

れ
つ
き
心
臓
に
病
気
が
あ
る
、

発
達
が
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
な

ど
「
先
天
性
風
疹
症
候
群
」
と

い
う
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

妊
婦
の
風
し
ん
感
染
を
予
防

す
る
た
め
に
、
大
人
の
風
し
ん

の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
警
察
か
ら
利
根
町
リ

ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
会
の
メ

ン
バ
ー
が
「
交
通
安
全
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
操
教
室
の
会
場
で
は
、
交

通
事
故
防
止
に
役
立
つ
、
反
射

材
の
つ
い
た
タ
ス
キ
を
配
布
し

ま
し
た
。

　

夜
間
の
事
故
で
反
射
材
を
身

に
着
け
て
い
た
歩
行
者
の
死
亡

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
夕
方

や
夜
間
は
、
目
立
つ
服
装
や
反

射
材
を
着
用
し
て
ほ
し
い
」
と

茨
城
県
警
察
で
は
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
が
交
通
事

故
に
遭
わ
ず
に
生
活
で
き
る
よ

う
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。



平成 26 年３月（№ 600） 20

▽
日
時
：
４
月
13
日（
日
）午
後

１
時
～
３
時
▽
会
場
：
龍
ケ
崎

市
市
街
地
活
力
セ
ン
タ
ー
「
ま

い
ん
」
２
階
▽
相
談
内
容
：
相

続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
入
国

管
理
各
種
許
可
申
請
手
続
ほ
か

▽
相
談
員
：
行
政
書
士
数
名

問
佐
川
☎
０
２
９
７

－

６
６

－

２
２
４
３

利
根
町
図
書
館

春
休
み
子
ど
も
映
画
会

の
お
知
ら
せ

▽
上
映
作
品

「
ハ
ッ
ピ
ー 
フ
ィ
ー
ト
」

　

南
極
大
陸
を
舞
台
に
皇
帝
ペ

ン
ギ
ン
の
マ
ン
ブ
ル
が
冒
険
す

る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ア
ニ
メ
。

▽
日
時
：
３
月
22
日（
土
） 

午

後
１
時
～
▽
場
所
：
利
根
町
図

書
館　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
▽

料
金
：
無
料

問
利
根
町
図
書
館
☎
68

－

８
８

６
８第

２
回
利
根
町
「
町
民
絵
画

展
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

昨
年
に
引
き
続
き
第
２
回
目

の
「
町
民
絵
画
展
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
将
来
あ
る
小
・
中

学
生
に
も
作
品
公
募
を
拡
大

し
、
昨
年
の
展
示
会
よ
り
も

ア
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
新
し
い
展

示
会
で
す
。
出
品
作
品
は
、
日

茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
一
時
移
転
の
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま

で
の
１
年
間
、
ウ
ラ
ラ
１
ビ
ル

に
お
い
て
土
浦
市
役
所
移
転
に

係
る
大
規
模
改
修
工
事
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
期
間
の

貸
館
業
務
は
休
止
、
講
座
・
講

演
会
な
ど
の
主
催
事
業
は
、
土

浦
・
取
手
・
牛
久
・
つ
く
ば
市

と
連
携
を
と
り
開
催
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
は
、
次
の
通
り
移
転
し
ま

す
。
▽
移
転
場
所
：
〒
３
０
０

－

０
０
３
６
土
浦
市
大
和
町
９

－

３
ウ
ラ
ラ
３
ビ
ル
７
Ｆ
☎
０

２
９

－

８
２
６

－

１
１
０
１

ＦＡＸ
０
２
９

－

８
２
６

－

１
７
２

８
ｅinfo@

kennan.gakusyu.
ibk.ed.jp

学
習
相
談
専
用
電
話
☎
０
２
９

－

８
２
６

－

１
７
２
２

ケ
ッ
ト
」　

５
日（
土
）
⑤
「
あ

な
た
の
願
い
を
紙
灯
籠
に
」
午

後
５
時
～
８
時
（
②
～
⑤
は
、

雨
天
中
止
）
６
日（
日
）
⑥
「
桜

ま
つ
り
ウ
オ
ー
ク
」
午
前
９
時

役
場
集
合
（
雨
天
決
行
）

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

大

野
☎
０
９
０

－

６
４
７
４

－

３

１
５
３

茨
城
県
自
然
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
案
内

サ
ン
デ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

○
化
石
の
レ
プ
リ
カ
を
つ
く
ろ

う
▽
日
時
：
３
月
の
毎
週
日
曜
日
、

午
前
の
部
、
午
前
10
時
30
分
～

正
午
（
申
し
込
み
時
間
、
午
前

９
時
30
分
～
10
時
20
分
）

午
後
の
部
、
午
後
２
時
～
３
時

30
分
（
申
し
込
み
時
間
、
午
後

１
時
～
１
時
50
分
）
▽
場
所
：

博
物
館　

１
階
ス
タ
デ
ィ
ル
ー

ム
▽
対
象
：
ど
な
た
で
も
（
主

に
小
・
中
学
生
向
け
）
※
幼

児
は
保
護
者
同
伴
▽
定
員
：
各

回
30
名
（
抽
選
）
▽
材
料
費
：

１
０
０
円

問
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク　

茨

城
県
自
然
博
物
館
（
坂
東
市
大

崎
７
０
０
）
☎
０
２
９
７

－

３

８

－

２
０
０
０
ＨＰhttp://w

w
w

.nat.pref.ibaraki.jp/　

本
画
、
油
彩
、
ア
ク
リ
ル
、
水

彩
、
パ
ス
テ
ル
、
色
鉛
筆
、
水

墨
、
植
物
画
が
一
堂
に
会
し
た

絵
画
展
で
す
。
ご
来
場
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▽
会
期
：
３
月
30
日（
日
）～

４
月
６
日（
日
）
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
初
日
は
、
午
後
１

時
30
分
か
ら
、
最
終
日
は
、
午

後
３
時
30
分
で
終
了
）▽
場
所
：

役
場　

１
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

・
多
目
的
ホ
ー
ル
、
５
階
食
堂

【
平
日
の
み
】

問
町
民
絵
画
展
事
務
局　

宮
坂

☎
68

－

６
５
２
５

第
３
回
利
根
町「
桜
ま
つ
り
」

の
開
催
に
つ
い
て

　

第
３
回
利
根
町「
桜
ま
つ
り
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
４
月
５
日（
土
）・

６
日（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▽
場
所
：
役
場
駐
車
場
、

桜
づ
つ
み
（
利
根
川
堤
防
）
▽

内
容
：
①
「
ト
ネ
・
ハ
ー
ト
フ

ル
ス
タ
イ
ル
・
コ
ン
テ
ス
ト
」

利
根
町
産
の
“
米
粉
”
を
ベ
ー

ス
に
し
た
ス
イ
ー
ツ
や
、
利
根

町
に
こ
ん
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う
思
い

を
形
に
し
て
販
売
、
お
客
さ
ま

の
投
票
に
よ
る
人
気
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
決
め
、
表
彰
。
②
「
桜

を
楽
し
む
野
外
演
奏
会
」、
③

「
野
だ
て
」、
④
「
フ
リ
ー
マ
ー

無
料
法
律
相
談

の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
４
月
７
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
▽
相

談
内
容
：
借
金
問
題
、
離
婚
、

相
続
・
贈
与
の
問
題
、土
地
（
借

地
）・
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
、
境

界
争
い
、
夫
婦
・
親
子
な
ど
家

庭
内
の
問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
問
題
、

交
通
事
故
な
ど
で
お
困
り
の
方

の
相
談
。
▽
相
談
受
付
件
数
：

12
件
ま
で
（
１
人
20
分
程
度
）

▽
相
談
員
：
町
で
委
託
の
弁
護

士
▽
申
し
込
み
方
法
：
相
談
日

前
日
ま
で
の
電
話
予
約
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
当
日
空
き
が
あ

る
場
合
は
、
当
日
で
も
受
け
付

け
い
た
し
ま
す
。

申
・
問
役
場
福
祉
課　

社
会
福

祉
係
☎
68

－
２
２
１
１
（
内
線

３
４
５
）

行
政
書
士

無
料
相
談
会

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
各
項
目

は
、
次
の
よ
う
に
省
略
し
て

い
ま
す
。　
…
申
し
込
み
先
、

　 

…
問
い
合
わ
せ
先

問

申

      

      

   

   

   

 

春の全国交通安全運動

４月６日 (日 ) ～
　　　　15日 (火 )

交通ルールを守り
人にも道にもやさしい走りを！
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募集情報お知らせ！
　

利
根
町
生
涯
学
習
推
進
本
部

で
は
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

的
に
「
音
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
出
演
者
を

次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
：
６
月
７
日（
土
）

開
場　

午
後
１
時　

開
演　

午

後
１
時
30
分
▽
場
所
：
役
場　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
▽
出
演
対

象
：
利
根
町
在
住
・
在
勤
の
方

▽
参
加
費
：
無
料
▽
演
奏
内
容
：

声
楽
・
器
楽
（
バ
ン
ド
・
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
は
除
く
）演
奏
時
は
、

マ
イ
ク
や
Ｃ
Ｄ
の
使
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

＊
ピ
ア
ノ
以
外
の
楽
器
は
、
各

自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
締
め
切
り
日
：
４
月
26

日（
土
）

▽
そ
の
他
：
①
応
募
多
数
の
場

合
は
、
分
野
別
に
主
催
者
側
で

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
参
加
者
全
員
を
対
象
に
説
明

会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

③
演
奏
の
順
番
は
、
主
催
者
側

が
決
定
し
ま
す
。

申
・
問
所
定
の
申
し
込
み
用
紙

に
記
入
の
上
、生
涯
学
習
課（
利

根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
68

－

３
２
６
３

※
申
込
用
紙
は
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
資
源
情
報

　

平
成
26
年
２
月
18
日
午
前
０
時

現
在
の
利
根
川
上
流
８
ダ
ム
の
貯

水
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

水
資
源
情
報

国
土
交
通
省

関
東
整
備
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w

w
.ktr.m

lit.go.jp

※
水
は
限
ら
れ
た
資
源
で
す
。 

節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　　  貯水状況  　　

利根川上流８ダム
２３, ３６７ 万㎥

５１％

第 16 回
音のまちＴＯＮＥ
ふれあいコンサート

出演者募集！

ぼうさい　掲示板
「これほど被害を受けるなんて・・・」、「まさか避難までするとは・・・」
　そんな想定外の災害が起こる昨今。皆さんは、日ごろからどんな対策を行っていますか？
　今回の防災掲示板は、備蓄品についてです。
　大規模な災害が発生したとき、電気、ガス、水道の停止や交通網の遮断など、ライフラインの停止により食
料が調達しにくくなったり、食料が調達できても料理ができなかったりすることが想定されます。いざ、災害
が起きた時に「食べる物がない」なんて最悪な事態を避けるために、日ごろから非常食や水など災害時に必要
なものを考え、通常の備蓄品と非常持出品を区別して備えるように心がけましょう。

「あって良かった！」、 「持ってて良かった」となるよう、災害時にはどんな物が必要なのかを
家族で相談し合い、備蓄品リスト・非常持出品リストを作成し、必要なものを備えておきましょう。 

◆備蓄品‥‥‥災害が発生し、外部からの支援物資が届くまでの数日間を過ごすために必要なもの。

◆非常持出品‥自宅に被害が及ぶような災害の場合、素早く避難することが必要であることや被災後の
生活は避難所での避難生活になることも考え、非常持ち出し袋（リュックなど）に非常
食や水、生活・救急用品などを入れて備えておくもの。貴重品や普段使用している薬等
も、いつでも非常持ち出し袋に入れて持ち出せるように、日ごろから整理しておくこと
も必要です。

役場総務課　消防交通係　℡６８－２２１１(内線５０１)

○備蓄品（例） ○非常持出品（例）
・飲料水（１人１日３Ｌを目安として９Ｌ）
・非常食（非常持出品も含め、最低３日分以上、でき

れば１週間分以上は備えたい）
・ポリ容器（給水用に便利）
・生活用品（毛布、簡易トイレ、バケツなど）
・卓上コンロ・ガスボンベ（避難生活が長期化するこ

とを考えると火が使えれば便利）
・その他（スコップ、長靴、ロープなど）

・懐中電灯（予備の電池を忘れないこと）
・飲料水（500ml のペットボトルを３本を目安）
・貴重品（現金、預貯金通帳、印鑑など）
・非常食（火を通さなくても、そのまま食べられる乾

パン・缶詰などを最低３日分は備えたい）
・笛・ホイッスル（閉じ込められたときに居場所を知

らせる）
・救急薬品・常備薬（絆創膏、風邪薬など）
・その他生活用品（衣服、手袋、ライターなど）
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知ってますか？

自転車の交通ルールが変わりました
　道路交通法が一部改正され、平成 25 年 12 月１日から自転車の交通ルールが次のように変わり
ました。違反した場合には、罰則がありますのでご注意ください。

ブレーキのない自転車に
乗ってはいけません！

一般財団法人　全日本交通安全協会ホームページより

自転車は左側の路側帯を通行してください

自転車の検査等に関する規定の新設
　警察官は、内閣府令で定める基準に適合するブレーキを備
えていないため交通の危険を生じさせるおそれがあると認め
られる自転車が通行しているときは、停止させてブレーキを
検査できるようになりました。さらに危険を防止するために
必要な応急措置を命じ、応急措置では必要な整備ができない
場合は、その自転車を運転しないよう命ずることができるよ
うになりました。
　また、これらの命令に違反した方に対しての罰則も整備さ
れました。
　検査拒否等、応急措置命令等違反は、５万円以下の罰金

軽車両の路側帯通行に関する規定の整備 
　自転車等の軽車両が通行できる路側帯は、道路の左側部
分に設けられた路側帯に限ることとされました。
　路側帯の右側通行をした場合は、通行区分違反として、
３カ月以下の懲役または５万円以下の罰金

　

３
月
に
入
り
、
日
に
日
に
暖

か
さ
が
増
し
、
冬
か
ら
春
へ
と

季
節
が
変
わ
っ
て
、
梅
の
花
、

桜
の
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
花
は
、
人
の

心
を
し
ば
し
和
ま
せ
て
く
れ
、

新
入
生
や
新
社
会
人
を
祝
福
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

今
回
は
、
利
根
町
内
で
の
桜
の

花
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
（
あ
く
ま
で
個
人
的

情
報
で
す
）。

　

近
隣
で
は
、
千
葉
県
印
西
市

の
小
林
牧
場
、
龍
ケ
崎
市
の
森

林
公
園
・
般
若
院
の
し
だ
れ
桜

な
ど
が
有
名
で
す
が
、
利
根
町

内
で
も
規
模
は
小
さ
い
も
の
の
、

た
く
さ
ん
の
桜
の
花
を
見
る
こ

と
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
自
転
車

や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
ぶ
ら
り
散

歩
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

利
根
町
の
中
で
一
番
早
く
花

が
見
ら
れ
る
の
は
、
利
根
川
の

土
手
か
ら
利
根
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ

ウ
ン
入
口
に
あ
る
河
津
桜
（
２

本
）
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

主
な
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

・
利
根
町
役
場
敷
地
内
、
桜
づ

つ
み
（
利
根
川
堤
防
）

・
利
根
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
脇

（
利
根
川
沿
い
）、
利
根
っ
子

公
園

・
旧
布
川
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

・
利
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
「
風
の

公
園
」

・
早
尾
台
入
口
（
早
尾
天
満
宮

付
近
）
こ
こ
は
梅
の
花
も
た

い
へ
ん
き
れ
い
で
す
。

・
早
尾
台
第
２
公
園

・
利
根
親
水
公
園

・
惣
新
田
地
区
道
路

・
立
木
地
区
～
押
付
本
田
ま
で

の
農
免
道
路

・
文
・
布
川
・
文
間
小
学
校

　

そ
の
他
に
も
桜
を
楽
し
む
と

こ
ろ
は
、た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
目
と
足
で
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
の
私
有
地
と
な
っ
て
い

る
場
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
立

ち
入
ら
ず
に
外
か
ら
そ
っ
と
眺

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
道
路
に

つ
い
て
は
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
春
を
満
喫
し
て
く
だ
さ

い
。
絶
対
に
迷
惑
行
為
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

記
者
メ
モ
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利
根
交
番
だ
よ
り

℡
68

－

２
１
１
０

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
敷

金
精
算
ト
ラ
ブ
ル
に

ご
注
意
を
！

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
防
止
に

つ
い
て

　

最
近
、
親
族
を
騙
っ
た
振
り

込
め
詐
欺
の
ほ
か
に
、
う
そ
の

儲
け
話
な
ど
を
口
実
と
し
た
詐

欺
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
手

法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１　

金
融
商
品
取
引
名
目
の
詐

欺

　

営
業
実
態
の
な
い
会
社
の
社

債
販
売
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
自
宅
に
送
り
つ
け
、
後
日
、

電
話
で
「
そ
の
会
社
の
社
債
を

買
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

買
っ
た
値
段
の
数
倍
で
買
い
取

り
ま
す
。
必
ず
儲
か
り
ま
す
」

な
ど
と
勧
誘
し
て
、
現
金
を
だ

ま
し
取
る
詐
欺
。

　

ま
た
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届

い
た
人
に
だ
け
し
か
購
入
す
る

権
利
が
な
い
の
で
、
名
義
を
貸

し
て
欲
し
い
」
な
ど
と
持
ち
か

け
、
そ
の
後
「
名
義
貸
し
が
ば

れ
て
し
ま
っ
た
。
犯
罪
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
実
際
に
あ
な

た
が
買
っ
た
こ
と
に
す
る
し
か

な
い
」
な
ど
と
お
金
を
要
求
し

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

２　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法
名
目

詐
欺

　

競
馬
や
パ
チ
ン
コ
な
ど
で
儲

け
る
方
法
と
し
て
、
う
そ
の
情

報
を
提
供
し
、
登
録
料
や
情
報

提
供
料
な
ど
の
名
目
で
お
金
を

要
求
す
る
も
の
。

３　

異
性
紹
介
名
目

　

異
性
を
紹
介
す
る
か
の
よ
う

に
装
っ
て
、
う
そ
の
情
報
を
提

供
し
、
登
録
料
や
ポ
イ
ン
ト
料

な
ど
の
名
目
で
お
金
を
要
求
し

て
く
る
も
の
。

　

最
近
は
、
お
金
を
振
り
込
ま

せ
る
の
で
は
な
く
、
直
接
受
け

取
り
に
来
た
り
、
宅
配
便
な
ど

で
送
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

大
事
な
お
金
を
犯
罪
者
に
渡

さ
な
い
よ
う
に
、
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
対
策
室（
通
報
・

相
談
窓
口
直
通
）

℡
０
２
９

－

３
０
１

－

０
０
７

４
（
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

細
い
道
か
ら
自
転
車
が
飛
び

出
て
く
る
な
ど
、
自
転
車
の
危

険
な
乗
り
方
に
よ
る
事
故
が
相

次
い
で
い
ま
す
。

　

自
転
車
の
危
険
な
乗
り
方
は
、

自
動
車
と
の
衝
突
に
よ
り
、
け

が
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
歩
行

者
に
け
が
を
さ
せ
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。

自
転
車
を
運
転
す
る
際
は
、

○
見
通
し
の
悪
い
所
で
は
一
旦

停
止
し
、
安
全
確
認
を
確
実

に
す
る
。

○
並
列
で
走
行
し
な
い
。

○
暗
く
な
っ
た
ら
ラ
イ
ト
を
早

め
に
点
灯
す
る
。

○
反
射
材
等
を
付
け
る
。

な
ど
の
安
全
対
策
を
確
実
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

春
は
、
進
学
就
職
な
ど
に
伴

う
引
っ
越
し
が
あ
り
、
敷
金
や

原
状
回
復
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
時

期
で
す
。
全
国
で
は
、
例
年

１
万
５
千
件
前
後
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

敷
金
は
、
家
賃
の
滞
納
や
、

入
居
中
の
汚
損
や
破
損
に
備
え

て
あ
ら
か
じ
め
家
主
に
預
け
て

い
る
担
保
で
、
退
去
後
に
家
主

が
精
算
し
て
借
主
に
返
還
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
原
状
回
復
と
は
、
完
全

に
借
り
る
前
の
状
態
に
戻
す
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
例　

２
年
間
暮
ら
し
た
賃
貸

ア
パ
ー
ト
を
退
去
し
た
。
敷
金

は
20
万
円
払
っ
て
い
た
が
、
家

主
か
ら
原
状
回
復
費
用
と
し
て

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
金
、
畳
の
表

替
え
、
ク
ロ
ス
の
張
り
替
え
な

ど
15
万
円
の
請
求
が
あ
っ
た
。

支
払
わ
な
い
と
な
ら
な
い
か
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
、
各
種
の

補
修
費
用
は
、
ど
ち
ら
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か

契
約
書
を
確
認
し
、
特
約
が
あ

る
か
も
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

過
剰
な
請
求
か
、
有
効
な
特

約
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
と
き

は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
困
り
の
時
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
相
談
員
が
ご
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

▽
相
談
窓
口

役
場
経
済
課

消
費
生
活
相
談
窓
口

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
２
６
）

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時

水
曜
日
以
外
は
、
茨
城
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ

℡
０
２
９

－

２
２
５

－

６
４
４

５月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

な
お
、
近
隣
市
町
村
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
相
談
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
１
日（
土
）か
ら
30
日

（
日
）の
間
、
利
根
町
立
歴
史
民

俗
資
料
館
に
て
「
赤
松
宗
旦
と

利
根
川
図
志
展
」
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

布
川
の
医
師
・
赤
松
宗
旦
が

書
き
記
し
た
利
根
川
図
志
～
主

に
利
根
町
布
川
の
範
囲
～
を
調

べ
た
展
示
・
解
説
を
行
い
ま
す
。

現
在
の
利
根
町
と
比
較
し
な
が

ら
、
利
根
川
図
志
の
重
要
性
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
幅
広
い
年

齢
層
に
中
世
の
利
根
町
に
興
味

を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

企
画
展
を
ご
観
覧
の
後
は
、

ゆ
っ
く
り
と
利
根
町
を
歩
い
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
新

し
い
発
見
が
、
き
っ
と
あ
な
た

を
待
っ
て
い
る
は
ず
。

▽
開
催
場
所

利
根
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

（
利
根
町
中
谷
９
６
７
番
地
）

▽
開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
20
分

（
休
館
日　

月
曜
日
・
祝
日
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

℡
68

－

４
６
０
０

利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
68

－

３
２
６
３

歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

�

コ
ラ
ム
連
載　
　

最
終
回

～
利
根
川
図
志
か
ら
み
た

利
根
町
～

　

企
画
展
開
催
中
！



平成 26 年３月（№ 600）

　

今
回
は
、
横
隔
膜
を
上
下
さ

せ
て
一
度
に
多
く
の
空
気
を
取

り
込
む
“
腹
式
呼
吸
”
を
紹
介

し
ま
す
。

【
体
操
の
効
果
】

　

新
鮮
な
空
気
が
大
量
に
体
に

入
り
、血
行
が
良
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
周
囲
の
筋
肉
も
動
く
た

め
、
腰
痛
予
防
や
胃
腸
の
働
き

を
活
発
に
し
ま
す
。

【
手
順
】

①
い
す
に
深
く
座
り
、
手
を
組

ん
で
お
腹
に
当
て
ま
す
。

　
（
仰
向
け
に
寝
て
、
両
膝
を

立
て
た
姿
勢
で
も
可
）

②
口
を
す
ぼ
め
て
、
お
腹
の
底

か
ら
ゆ
っ
く
り
息
を
吐
き
出

し
ま
す
。

③
お
腹
を
膨
ら
ま
す
よ
う
に
、

鼻
か
ら
大
き
く
息
を
吸
い
込

み
ま
す
。

④
口
を
す
ぼ
め
て
ゆ
っ
く
り
・

大
き
く
、
お
腹
を
へ
こ
ま
し

な
が
ら
息
を
吐
き
出
し
ま

す
。（
７
～
８
秒
か
ら
始
め
、

15
秒
以
上
を
目
標
に
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

介
護
予
防
係

℡
68

－

８
２
９
１

24

男女共同参画社会ってどういう社会か皆さんご存知ですか？利根町が実施した住民アンケートで
は、男女共同参画社会という言葉について「知っている」と答えた人は 3 割弱で、それ以外の人
が「よく知らない」と答えています。なんだか難しそうと思われる方も一緒に考えてみませんか？

　私たちは、無意識のうちに「男だから、女だから」という理由で、何かをあきらめたり、我慢
したりしていないでしょうか？性別によって生き方や人生の選択に制限を及ぼし、一人一人の能
力や個性を発揮する機会を奪うことがあっては問題です。
　男女共同参画社会の実現のためには、まず「男だからこうすべき、女だからこうあるべき」と
いった、性差によって固定的に役割を決めつけてしまう意識に気づくことが大切で、その意識を
社会全体で見直していく必要があります。

＊昨年 12 月に実施しました『利根町男女共同参画基本計画策定に向けた住民アンケート』にお
きましては、多くの住民の皆さまにご協力いただきましてありがとうございました。詳しい結果
につきましては、集計でき次第「広報とね」・町公式ホームページにてお知らせいたします。

男
女
共
同
参
画
っ
て
な
あ
に
？　

パ
ー
ト
⑤

男女共同参画社会って
どんな社会なの？

健
康
教
室
取
手
市
医
師
会

℡
０
２
９
７
（
78
）６
１
１
１

変
形
性
股
関
節
症
に
つ
い
て

　

健
や
か
に
歩
く
た
め
に
。　

　

私
た
ち
が
、
ご
く
当
た
り
前

の
よ
う
に
し
て
い
る
動
作
に

も
、
大
変
な
事
実
が
隠
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
“
２
本
足
で
歩
く
（
二

足
歩
行
）”
と
い
う
こ
と
で
す
。

以
前
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
報

道
さ
れ
て
い
た
２
本
足
で
歩
く

“
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
の
風
太
く
ん
”

が
歩
く
姿
に
視
聴
者
の
方
は
驚

か
れ
ま
し
た
が
、“
人
が
歩
く
”

こ
と
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
直
立
二
足
歩
行
は
、
哺

乳
類
の
中
で
も
、
ま
た
現
在
生

息
し
て
い
る
霊
長
類
の
中
で
も

極
め
て
特
異
な
も
の
で
す
。
そ

の
中
で
股
関
節
は
私
た
ち
が

“
二
本
足
で
歩
く
”
要
の
関
節

と
い
え
ま
す
。“
二
本
足
で
歩

く
”
見
返
り
と
し
て
私
た
ち
の

股
関
節
に
は
歩
く
だ
け
で
体
重

の
２
～
３
倍
の
負
担
が
か
か
り

ま
す
。
結
果
と
し
て
変
形
性
股

関
節
症
と
な
り
“
歩
く
こ
と
”

に
支
障
を
来
す
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

当
院
で
の
変
形
性
股
関
節
症
治

療
に
つ
い
て

　

私
た
ち
は
、
ま
ず
手
術
を
し

な
い
で
治
す
治
療（
保
存
療
法
）

を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
歩
き
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
た
め
に
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
で
専
門

の
理
学
療
法
士
の
下
に
、
歩
行

分
析
を
行
っ
た
り
も
し
ま
す
。

手
術
は
最
終
手
段
で
す
。
手
術

に
至
る
場
合
も
、
体
に
か
か
る

負
担
を
な
る
べ
く
少
な
く
な
る

よ
う
な
手
術
を
心
掛
け
て
お
り

ま
す
。
手
術
時
間
は
平
均
１
時

間
か
ら
１
時
間
半
程
度
（
麻
酔

時
間
な
ど
を
含
め
る
と
２
～
３

時
間
で
す
）で
、低
侵
襲
手
術（
10

㎝
程
度
の
切
開
、
手
術
時
の
出

血
は
４
０
０
ml
程
度
、
手
術
時

間
は
平
均
１
時
間
か
ら
１
時
間

半
程
度
）
に
よ
る
人
工
股
関
節

手
術
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
超
高
齢
化
社
会
の
た

め
、
ご
高
齢
の
方
の
手
術
も
必

要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
院

で
は
各
科
の
専
門
医
師
が
勤
務

し
て
お
り
、
総
合
病
院
の
利
点

を
生
か
し
、
ご
高
齢
の
方
で
は

手
術
前
に
全
身
状
態
を
充
分
に

把
握
し
た
上
で
安
全
に
手
術
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
80
歳
以
上

の
方
で
も
手
術
を
さ
れ
て
い
る

方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

人
工
股
関
節
手
術
後
は
１
～

２
日
目
に
は
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き

て
歩
く
練
習
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
杖
歩
行
が
安
定
し
て
退
院

と
な
り
ま
す
。
２
週
ほ
ど
で
退

院
可
能
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
お
お
よ
そ
３
～
４
週

間
の
入
院
を
目
安
に
し
て
お
り

ま
す
。

　『男女共同参画社会』とは、男性と女性が互いに人権を尊重し、
喜びも責任も分かち合いつつ、性別にかかわりなく、その個性と
能力を十分に発揮することができる社会のことです。

介
護
予
防

『
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
教
室
』
の
紹
介
○25

出典：
シルバーリハビリ
体操指導士養成講
習会テキストより
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利
根
町
の
放
射
線
量

測
定
結
果
情
報

測定値の単位：毎時マイクロシーベルト
各公園

施 設 名 称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

１月20日
羽根野台中央公園 50 0.12 
早尾台第１公園 50 0.13 
利 根 っ 子 公 園 50 0.13 
風 の 公 園 50 0.11 
四季の丘第２公園 50 0.14 
白 鷺 第 ２ 公 園 50 0.13 
もえぎ野台中央公園 50 0.15 
上曽根運動公園 50 0.12 
八幡台児童公園 50 0.10 

その他の場所

施 設 名 称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

１月20日
文間地区農村集落センター 100 0.13 
や ま な み 園 100 0.13 
惣 新 田 集 会 所 100 0.13 
利 根 東 部 農 村
集 落 セ ン タ ー 100 0.12 

各小・中学校

施 設 名 称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

１月21日
文 小 学 校 50 0.11 
布 川 小 学 校 50 0.11 
文 間 小 学 校 50 0.11 
利 根 中 学 校 100 0.11 

各幼稚園

施 設 名 称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

１月21日
大 和 幼 稚 園 50 0.09 
二 葉 幼 稚 園 50 0.08 

旧布川小学校

施 設 名 称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

１月21日
旧 布 川 小 学 校 100 0.15

利根親水公園

施 設 名 称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

１月21日
利 根 親 水 公 園 50 0.11

文部科学省放射線モニタリング

施 設 名 称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

１月22日
利 根 町 役 場 100 0.08

　

町
内
に
お
け
る
、
放
射
線
量

の
測
定
結
果
（
月
１
回
測
定
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
放
射
線
量
は
、
天
候

や
風
向
き
、
測
定
器
の
特
性
等

に
よ
り
変
化
い
た
し
ま
す
。
数

値
に
つ
き
ま
し
て
は
、
目
安
と

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
最
新
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
、

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
更

新
し
て
お
り
ま
す
。

※
測
定
器　

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ

ン
式
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
Ｔ
Ｃ
Ｓ

－

１
７
２
Ｂ		



　

測
定
等
に
関
す
る
詳
細
は
、

各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
利
根
町
役
場

　

℡
68

－

２
２
１
１

○
各
公
園　

都
市
建
設
課

○
各
保
育
園　

福
祉
課

○
各
小
・
中
学
校
、
各
幼
稚
園

　

学
校
教
育
課

○
旧
布
川
小
学
校　

企
画
財
政
課

○
利
根
親
水
公
園　

経
済
課

○
そ
の
他
の
場
所　

環
境
対
策
課

▽
原
子
力
規
制
庁

　

監
視
情
報
課

℡
０
３

－

５
１
１
４

－

２
１

２
５

各保育園

施 設 名 称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

１月23日
布 川 保 育 園 50 0.08 
文 間 保 育 園 50 0.10 
東 文 間 保 育 園 50 0.12 

□
「
利
根
町
緑
地
運
動
公
園
ゴ

ル
フ
練
習
場
」
の
ご
案
内

　

利
根
町
商
工
会
で
は
、
利
根

川
河
川
敷
に
あ
る
「
利
根
町
緑

地
運
動
公
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
」

の
運
営
・
管
理
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
ゴ
ル

フ
を
通
じ
て
心
和
む
ひ
と
と
き

を
過
ご
せ
る
集
い
の
場
所
を
提

供
し
、
ま
た
お
客
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
日
々

心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
時
間

４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
の

期
間
は
午
前
９
時
～
午
後
３

時
30
分
（
た
だ
し
、
ボ
ー
ル

の
販
売
は
午
後
３
時
ま
で
）

10
月
１
日
～
３
月
31
日
の
期

間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
３

時
（
た
だ
し
、
ボ
ー
ル
の
販

売
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

▽
休
業
日

・
毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
、
そ

の
日
が
祝
日
に
あ
た
る
時
は
、

次
の
日
に
振
り
替
え
）

・
天
候
が
悪
い
時
、
年
末
年
始

※
都
合
に
よ
り
営
業
時
間
・
休

日
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

□
利
用
料
金

・
小
カ
ゴ【
60
球
】�

５
０
０
円

・
大
カ
ゴ【
１
２
０
球
】�

１
０

　

０
０
円

※
ゴ
ル
フ
練
習
場
か
ら
重
要
な

お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消

費
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
利

用
料
金
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
時
間
内
に
打
ち
き
れ
な

か
っ
た
ボ
ー
ル
を
お
預
か
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
ミ
ニ

カ
ゴ
を
設
定
い
た
し
ま
す
の
で

そ
ち
ら
で
打
ち
切
れ
る
よ
う
に

対
応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
新
利
用
料
金

・
ミ
ニ
カ
ゴ【
30
球
】�

３
１
０

　

円
・
小
カ
ゴ【
60
球
】�

５
２
０
円

・
大
カ
ゴ【
１
２
０
球
】�

１
０

　

３
０
円

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
消
費
税

が
８
％
か
ら
10
％
に
な
る
際

は
、
再
度
、
利
用
料
金
を
改
定

い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
商
工
会
℡
68

－

７
４

１
７
ま
た
は
、
練
習
場
携
帯

℡
０
９
０

－

２
６
２
７

－

７

０
３
２（
営
業
時
間
中
の
み
）

ま
で
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国保診療所は「いばらき地域
医療研修ステーション」に指
定されています
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「広報とね」は、通常毎月第１金曜日発行です。
発行…利根町役場　編集…役場総務課  秘書広聴係
〒300-1696　茨城県北相馬郡利根町布川841-1

TEL 0297－68－2211　 FAX 0297－68－7990
利根町のホームページ  http://www.town.tone.ibaraki.jp/
モバイル版（i-mode用） http://www.town.tone.ibaraki.jp/mobile.php

利根町民憲章
　わたくしたちは、 大利根の豊かな流れと緑に恵まれた大地を
ふるさととする利根町民です。 
　この郷土と歴史を誇りとし、 人の和と力を集め、いっそう住み
よいまちづくりをめざして、 ここに町民憲章を定めます。 
一、 自然を守り、 水と緑の豊かなまちをつくりましょう。
一、 教養を深め、 伝統ある文化をそだてましょう。
一、 人を愛し、 ふれあいの輪をひろげましょう。 
一、 体をきたえ、 仕事にはげみ、 明るい家庭をきずきましょう。
一、 心を合わせ、 未 来にはばたく若い力をのばしましょう。 

【３月の納税等】
・なし

町の木サクラ･町の花カンナ･町の鳥ヨシキリ

人 口 と 世 帯 ○総人口
○男　性
○女　性
○世帯数

（住民基本台帳人口）

（   ）内は前月比

17,334(－	16）
 8,497(－	９）
 8,837(－	７）
 6,856(＋	１）

２月１日現在

編

集

後

記

　

夜
遅
く
帰
っ
た
子
供
に
お
味

噌
汁
を
よ
そ
っ
て
あ
げ
た
ら

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
た
。

私
は
気
分
が
良
く
な
っ
て
余
計

な
こ
と
ま
で
し
て
し
ま
い
ま
す
。

世
話
を
焼
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
つ

つ
も
、
こ
の
魔
法
の
言
葉
に
い

つ
も
乗
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

聞
く
と
、
バ
イ
ト
先
で
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
を
よ
く

使
っ
て
い
た
か
ら
と
か
。

　

４
月
か
ら
社
会
人
で
す
が
、

「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。親
は
、ち
ょ
っ

と
離
れ
た
所
か
ら
心
配
し
て
い

よ
う
と
思
い
ま
す
。（
Ｈ
）

広報とねに掲載した写真デー
タがほしい方は、役場総務課
秘書広聴係　℡ 6 8 - 2 2 1 1

（内線507）にご連絡ください。

皆さまのご意見・ご要望を受け付けます

ご意見・ご要望の概要とその回答は、町民全体の課題として共有していただくため、
役場１階の情報公開コーナーで公開させていただく場合もあります。

町長へのホットライン

電子メール

投書箱 （町内６カ所に設置）
留守番電話・ファックス （℡0297-68-8059）

アドレス（ i n f o @ t o w n . t o n e . l g . j p）

問い合わせ先　役場総務課　秘書広聴係 ℡68-2211（内線507）

ご意見・ご要望には、 必ず氏名・住所・
電話番号をご記入ください。

利根町役場、 利根町公民館、 文間
地区農村集落センター、 利根東部
農 村 集 落 セ ン タ ー 、  布 川 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、  利 根 町 生
涯学習センターの各敷地内に設置

　

国
保
診
療
所
は
「
い
ば
ら
き

地
域
医
療
研
修
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
指
定
を
受
け
、
学
生
や

研
修
医
を
受
け
入
れ
て
、
地
域

医
療
教
育
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
い
ば
ら
き
地
域
医
療

研
修
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
茨

城
県
と
筑
波
大
学
が
、
県
内
で

精
力
的
に
地
域
医
療
に
取
り
組

ん
で
い
る
診
療
所
を
研
修
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
指
定
し
、
そ
こ

に
専
任
の
指
導
医
を
派
遣
し
て

学
生
や
研
修
医
の
地
域
医
療
教

育
に
あ
た
る
事
業
で
す
。

　

こ
の
事
業
の
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
は
、
大
学
の
講
義
や
病
棟
で

の
実
習
だ
け
で
は
な
く
、
実
際

の
地
域
医
療
の
現
場
で
、
患
者

さ
ん
や
地
域
の
方
々
と

触
れ
合
い
な
が
ら
地
域

医
療
教
育
が
行
え
る
こ

と
で
す
。　

　

国
保
診
療
所
で
は
、

現
在
、
筑
波
大
学
医
学

部
５
年
生
の
学
生
を
毎

月
３
人
程
度
、
一
人
に

つ
き
一
週
間
受
け
入

れ
、
外
来
診
療
や
訪
問

診
療
の
ほ
か
、
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
や

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
参
加
な
ど
を
通
じ
て
、
多
く

の
患
者
さ
ん
や
地
域
の
方
々
と

接
し
、
地
域
医
療
の
現
場
を
肌

で
感
じ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
の
待
合
室
で
は
、

待
ち
時
間
を
利
用
し
て
、
学
生

に
よ
る
「
健
康
教
室
」
も
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
健
康
教
室
で

は
、
健
康
・
運
動
・
食
事
な
ど

身
近
な
テ
ー
マ
を
分
か
り
や
す

く
学
生
が
説
明
し
、
患
者
さ
ん

に
は
好
評
で
す
。

　

実
習
を
終
え
た
学
生
か
ら
は

「
大
学
病
院
と
は
全
く
違
っ
た

医
療
、
外
来
の
あ
り
方
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
医
療
教
育

の
た
め
、
来
院
さ
れ
る
患
者

さ
ん
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
診
察
受
付
時
間

月
～
金
曜
日　

午
前
：
午

前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

午
後
：
午
後
３
時
～
４
時

30
分

第
１
・
３
・
５
土
曜
日　

午

前
８
時
30
分
～
11
時

■
休
診
日 

第
２
・
４
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始（
12
月

28
日
か
ら
翌
年
１
月
４
日

ま
で
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
町
国
保
診
療
所

　

℡
68

－

２
２
３
１

△医学生による待合室での朝の健康教室

地
域
医
療
教
育
に
貢
献

－

利
根
町
国
保
診
療
所

－

医学生を指導する指導医の小曽根先生（右側）


